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Unicode 10.0（2017年6月出版）



人名と変体仮名

• 戸籍法施行規則第60条（昭和23[1948]年1月1日施行）

一 常用漢字表に掲げる漢字

二 別表第二に掲げる漢字

三 片仮名又は平仮名（変体仮名を除く。）

• 1947年生まれならば現在76-77歳

• 除籍簿の保存期間は150年（規則第5条）

• 戸籍行政では、向こう約200年程度、変体仮名をサポートしな
ければならない。



Unicode 10.0 以前

• Unicode 10.0以前において、変体仮名は文字コード標準（JIS規
格やISO規格）に収録されていなかった。

• しかし、メーンフレームの時代から、国内ベンダー各社は変体
仮名を符号化していた。



JIS規格と変体仮名

JIS X 0213:2000の解説（pp.512）

4.4.5 変体仮名 変体仮名は，少数例ながら，書道の教科書な
どから採取され，採録の要望も出されていた。

しかしながら，文字セットとしての変体仮名のレパートリの確定
が非常に困難であると判断されたことと，採取例などに基づき，
幾つかの変体仮名を追加することを想定した場合でも，“図形文
字として十分に同定可能な安定した字形を示すこと”，“変体仮名
とそのもとになった漢字の草書体とを明確に区別すること”など
が困難であり，採録規準を満たせないと判断されたことから，変
体仮名は，採録しないこととした。



戸籍統一文字（2004年）の変体仮名



ISO規格と変体仮名

• ISO/IEC 10646

• 2009年2月に変体仮名の追加収録提案（N3698）

• 今昔文字鏡収録の変体仮名（213字）



日本NB提案をつくる

•戸籍統一文字変体仮名に、ほかに必要な変体仮名を足す。

• 行政以外のニーズ（学術的なニーズ）

• 日本語表記史 仮名字体の記述

• 古文書学 仮名文書の翻刻

• 「特殊翻刻」を電子入稿・データベース化

• 王朝文学の写本の肉筆の変体仮名は、ゆらぎが大きく難しい。

• 活版印刷、デジタルフォントとしてパターン化された現代の変
体仮名を取り扱う。



集字・選字（1）

• 活版印刷以降の変体仮名

• 精興社変体仮名〔精興社様御提供〕

• 中西印刷変体仮名〔中西印刷様御提供〕

• 築地活版五号明朝体活字変体仮名（明治27年）〔府川充男
『聚珍録 第三編仮名』（三省堂、2005）より〕

• 教科書活字（明治25年・明治27年）〔板倉雅宣『教科書体
変遷史』（朗文堂、2003）より〕

• 今昔文字鏡変体仮名

• Koin変体仮名
〔http://www10.plala.or.jp/koin/koinhentaigana.html〕



集字・選字（2）

• 仮名字体研究論文で取り上げられた変体仮名
• 前田富祺「仮名文における文字使用について―変体仮名と漢字使用の
実態」（『東北大学教養部紀要』14、 1971）

• 山田俊雄「平安時代仮名（草体）異体一覧表」（『日本語の歴史別巻
言語史研究入門』平凡社、 1976）

• 浜田啓介「板行の仮名字体―その収歛的傾向について」（『国語学』
118、 1979）

• 築島裕『日本語の世界5仮名』（中央公論社、 1981）
• 松下なるみ「平仮名の字体と字源」（『漢字百科大事典』明治書院、

1996）
• 久保田篤「『浮世風呂』の平仮名の用字法」（『成蹊国文』30、

1997）
• 内田宗一「黄表紙・洒落本の仮名字体」（『国語文字史の研究4』和泉
書院、1998）

• 矢田勉『国語文字・表記史の研究』（汲古書院、2012）



集字・選字（3）

• 『大日本古文書』の翻刻で必要になった変体仮名

• 東京大学史料編纂所に照会

• 実際の編纂で必要になった、精興社変体仮名と中西印刷変体
仮名にはない変体仮名

• 電子くずし字字典データベース

https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/w34/search



集字・選字（4）

• 仮名字典類

• 『変体仮名の手引き（改訂増補25版）』（武蔵野書院、
2009年）

• 『字典かな（新装版）』（笠間書院、2003年）

• 『かな名跡大字典』（角川書店、1981年）

• 『用例かな大字典』（柏書房、1978年）

• など



作字

• ISO規格に追加提案するためには、提案文書に記載する変体仮
名グリフ（フォント）が必要。

• 追加提案が認められた場合、規格書（コード表）に記載する変
体仮名グリフが必要。

• 情報処理推進機構と共同で、IPAmj明朝フォントの変体仮名版
を作成。



日本NB提案変体仮名

• 情報処理学会情報規格調査会SC2専門委員会

•戸籍統一文字変体仮名に、ほかに必要な変体仮名を足す。

戸籍統一文字 168字 学術用 293字

戸籍の
み 21字

戸籍と学術用
に共通 147字

学術用の
み 118字

日本NB提案変体仮名 286字

落選
28字



国際標準・国内標準に収録

• 2015年10月 ISO/IEC JTC1/SC2/WG2 会議に提案（N4674）

• 2016年9月 変体仮名の収録が決定（提案286字すべて）

• Kana Supplement （1B002-1B0FF）

• Kana Extended-A （1B100-1B11E）

• 2017年6月 Unicode 10.0

• 2019年1月 ISO/IEC 10646: 2017 Amd.1: 2019（第5版追補1）

• 2020年11月 JIS X 0221: 2020（ISO/IEC 10646の和訳）



ISO/IEC会議での審議

• 同一字母複数字体に対して、Unicode Technical Committee か
らの質問・コメントへの対応に終始した。



おわりに

• 2015年の変体仮名文字コード標準化提案は、特定分野の文字情
報交換における記述性の向上を目指したものだった。

• 文字コード標準ができたからといって、すぐに実装されるわけ
でなく、普及には時間がかかる。

• 今回、Noto Serif Hentaiganaがリリースされたことで、変体仮
名がどういう使われ方をするのか、今後注視していきたい。
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